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　本書の初版（2005 年）が出版され
た後，2006（平成 18）年の診療報酬
の改定時には，リハビリテーションの
長期にわたる継続が制限される中，高
次脳機能障害は継続的なリハビリテー
ションが必要な障害と認められた．つ
まり国ですら，この障害が日常生活に
与える影響は大きく，長期に適切なリ
ハビリテーションを行うべき障害であ
ると認めたといえる．当然，そのアプ
ローチは，エビデンスをもった効果的
なリハビリテーションであるべきであ
るが，高次脳機能障害の症状は多様で，
さまざまな職種が手探りで個別に対応
していたのが現実であったと思われ
る．
　そこで，現場のセラピストたちが実
践の手引き書として活用できると感じ
たのが本書であった．診断の基準，評
価の視点，日常生活の状態に合わせた

対応と復職に至るリハビリテーション
プログラムが具体的に提示され，「見
えない障害」をどのようにとらえ，支
援を行うかについて，即運用が可能な
内容で，しかも読みやすい文章で紹介
されていた．これは，医療福祉に携わ
る人間だけでなく，障害をもつ対象者
の家族にも高次脳機能障害に対応する
道標になったのではないかと思われ
る．しかしながら，高次脳機能障害の
研究の発展は著しく，発刊から 5年が
経過して，その記載された知見に付け
加えて他書を参考にすることがあった
のは否めなかった．
　そしてこのたび，第 2版が出版され
た．今回の改訂版は，高次脳機能障害
の研究からの最新の知見が加筆修正さ
れただけではなく，薬物療法や高次脳
機能障害をもつ対象者の社会参加にお
ける困難さについて，さまざまな調査

結果から解説されており，総合的な視
点からのアプローチが示唆されてい
る．これらの改訂は，今まで個別に書
物を探し 1つ 1つの問題を理解しなが
ら治療や対応を進めてきたがために，
つながりのない断片的なアプローチに
なりがちであったこの障害への対応
を，1つにつなげる役割を果たすこと
ができるのではないだろうか．その意
味で，本書は入門書でありながらも，
同時にベテランのセラピストにも参考
となる実践の手引き書として，再度生
まれ変わったといえよう．ぜひ手に
取っていただきたい 1冊である．
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